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平成２３年度事業計画 
  

当協議会は、北海道における資源循環型・環境調和型の社会を目指すために、

行政や試験研究機関及び会員相互の連携を図りながら調査・研究事業への協力や

環境ビジネスに関する情報発信、啓発活動を実践する。 

１ 環境産業・プロジェクト事業 

 

 

(1) 北海道経済産業局との連携事業 

○  北海道経済産業局が実施する食関連副産物の高付加価値化に向け専門家の 

アドバイスにより各事業所における高度利用の意識啓発を行うとともに、専 

門家のネットワークを通じて飼料化のモデル化を図り、同種副産物の高度利 

用化を全道的に広める「第一次産業等・副産物高付加価値化促進事業」に昨 

年度に引き続き協力する。 

・専門家の派遣による有望副産物、飼料化対象企業の発掘等現地調査に協力 

する。 

・調査を通じて得られる先進的な取組や実用化に関する検討結果などを紹介 

するセミナーなどの開催に協力する。 

 

(2) 北海道循環資源利用促進協議会との連携事業   

    ○ 循環資源の有効利用などを協議・検討する循環資源部会及び事業化促進部会 

     に参画し、循環型社会の実現を目指す協議会の運営に協力するとともに環境 

関連企業などを支援していく。 

  ・循環資源の有効利用を促進するために、実用化に向けた課題や技術開発など 

を関係機関と連携しながら WG に参画し、検討する。 

  ・「資源リサイクルフォーラム」などのセミナーを開催し、先進的な取組や技 

術開発などを紹介する。 

 

(3) 広域北海道有機素材系循環利用ネットワーク協議会の活動推進 

 ○ 北海道内で排出される廃プラスチック類(産業廃棄物)などの循環利用を促 

進するため、リサイクルを行っている会員企業が事業化に向けた調査・検討を 

行うことを目的として平成１７年４月に設立された。 

・道内の廃プラスチックの循環利用の取り組に併せ、平成 19 年からは一般廃 

棄物のうち可燃ごみを産業界で原燃料として利用することについて自治体に 

働きかけを行っており、継続した取り組みの支援と道のごみ処理計画等との 

調整について協力する。 
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(4)  東日本大震災に伴う瓦礫等の処理への対応 

○  被災地の被災自動車や瓦礫の搬入・分別・再資源化等の現状調査 

会員企業と被災地での被災自動車や瓦礫等の状況を調査するとともに県、市

町村、廃棄物処理業者、被災企業等からのヒアリングを行い、早急な処理体

制の構築の可能性などについて検討する。 

○ 被災地の瓦礫等の状況について随時、会員への情報提供を行う。 

 

北海道経済連合会から国への要望 

 

(5) リサイクル・環境関連施設の視察・会員交流事業 

   環境関連施設や再生可能エネルギー施設などを視察・調査して、環境ビジネ 

スの先進的な取組について知見を深めるとともに会員の交流の場を設定し、会 

員企業の情報交換による環境リサイクル事業の新たな展開を期待し、開催する。 

○ 取組内容 

「北海道エネルギー基本問題懇談会」などと環境ビジネスの視察会を共同開 

催するとともにセミナーなどの開催後に会員交流会を開催する。 

 

(6) 調査・研究助成事業 

   会員企業が行う資源化に関する技術開発・調査研究のソフト事業を助成し、 

循環資源の有効利用を進める。 

○ 取組内容 

「グリーンビジネス調査研究・技術開発事業助成金交付要綱」に基づいて、助

成事業を行い、調査研究結果について、会員に報告する。 

(1)被災地瓦礫処理に係る国主導による広域処理体制の構築 

・地元事業者はもとより近隣道県の事業者を活用した国の直轄事業

とするなど、国主導による処理体制の構築 

・処理事業者に対する廃棄物処理法による許認可手続きの簡素化 

・瓦礫の放射性物質に関する検査体制及び処理方法の確立 
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２ 各種環境支援事業 

 (1) 環境展への出展等事業 

 ○ 環境と経済の好循環を目指す環境展の開催に協力するとともに当会のＰＲ 

と会員の環境ビジネスを広く紹介するために出展参加する。 

○1 「環境広場さっぽろ 2011」 主催:環境広場さっぽろ実行委員会 

   ・日 時 平成２３年７月２９日～３１日 

   ・場 所 アクセスサッポロ    

  ○2      ②「ビジネスＥＸＰO」 主催：北海道技術・ビジネス交流会実行委員会 

   ・日 時 平成２３年１１月１０日～１１日 

   ・場 所 アクセスサッポロ 

(2) 各種勉強会 

    会員が環境リサイクル事業の推進に当たり、個別な課題に対する対応とし 

て、学識経験者などとの会合を行う。 

３ 情報啓発事業 

 

 

 

 

 

(1) セミナー・シンポジウムの開催 

・環境技術・取組に関する情報発信事業 

  環境ビジネスの優れた取組や資源リサイクルに関する研究成果などについて 

セミナーやシンポジウムを開催し、会員に情報提供していく。 

○ 取組内容 

   環境リサイクルなどの研究成果を発表するセミナー等の開催や報告書の作

成・配布及び環境をテーマとした各イベントの開催案内を行う。 

(2) 広報等 

当会の取り組みなどについて会報を発行し、会員に配布するとともにメールに

よる各種情報の発信を随時行う。 

４ ネットワーク事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 会員拡大 

会員募集用リーフレットの内容更新(展示会、セミナーなどで配布) 

(2) 関係行政機関及び環境関連団体との連携 

北海道経済産業局、北海道開発局、北海道地方環境事務所、北海道、環境道

民会議、北海道環境保全技術協会、北海道バイオ産業振興協会、ＨＥＳ推進

機構、北海道バイオマスネットワーク会議、北海道グリーン購入ネットワー

ク、北海道容器包装の簡素化を進める連絡会、下水道汚泥資源化検討研究会 

(3) その他 

JA 北海道中央会、建設廃棄物協同組合、北海道バイオエタノール㈱など 

 


